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"God made the solid state. He left the surface to 
the devil...      Wolfgang Pauli "  
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 Kenneth R. Poeppelmeier博士はInorganic Chemistry誌のエディターを

務める著名な固体化学者であり、その研究対象は遷移金属酸化物から

錯体まで多岐にわたる。酸化物表面の科学は固体化学のフロンティア

である。しかしながら酸化物表面における原子配置について実はあま

り知られておらず、それを決める要因についても様々な説がある。こ

こでは SrTiO3やヘマタイト（α-Fe2O3）の研究例を紹介する。 
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